補助事業実績表（新製品共創事業）
１　実施した事業内容


２　今後の事業展開の見通し


３　事業により得られた成果・効果


４　共創したことを証明する写真(試作品の完成写真、打合せ風景等４枚以上)

記載例





自動車業界の100年に1度の変革期に対応するため、展示会で名刺交換をした㈱OKAZAKIと、▽▽業界で主に手作業で行われている精密な加工技術について、加工装置の開発に取り組む。





自社の自動車加工装置開発の技術と、㈱OKAZAKIが持つ▽▽業界の知識、人脈、素材などを組み合わせ、トライアンドエラーを繰り返すことで、▽▽業界で汎用性のある○○装置の開発を目指す。


まずは、お互いの企業ヒアリング、工場見学を実施し、お互いの強みや実施できることを整理した。その後、▽▽業界でのニーズを調査するため、㈱ＯＫＡＺＡＫＩと共に展示会で市場調査を実施し、


打合せ及び設計を繰り返し、○○装置の試作品の開発を実施できた。


試作品として完成した○○装置は、自動車製造で使われる◇◇技術を用い、業界のニーズが高かった◇◇の機能や、△△機能、形状は、省スペースでできるよう小型としている。








今後は、㈱OKAZAKIと共同で更なる開発を進めるとともに、㈱OKAZAKI の関係企業を紹介してもらい、▽▽業界の人との人脈を形成することで、新しく製作した○○装置の更なる技術向上及びニーズの拡大を目指していきたい。


　販売については、㈱OKAZAKI の関係会社を紹介してもらうとともに、自社の営業部門で、▽▽業界の展示会に積極的に参加していき、○○装置の認知度の向上、ニーズ調査を進めていきたい。


販売目標は年間３億円を超えたいと考えている。





本事業を実施したことで、他社と共同で製品を開発する手法を体験できた。また、自社が今までかかわったことがない▽▽業界のことを、関係者と話すことで、知ることができた。自社の技術が別の業界でも、生かすことができることが分かったので、今後も様々な業界の人との人脈を広げ、新たなビジネスチャンスを得たいと思う。


○○装置の開発によって、▽▽業界の手作業での仕事を減らすことができ、効率的に製品を製造できるようになった。このため、まだ実証中であるが、１日30製品の製造だった工場で、１日50製品の製造が可能となった。また、手作業の仕事が減少したことで、安全性も確保できる。
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